
待ちである．

2．実施報告書の修正（資料 1）
　委員会で審査する際において，利益相反に対する認識が実施施設の間で齟齬があり，また，実施施設に
おける利益相反の考え方とガイドラインにおける「利益相反状態の報告」の内容が必ずしも一致していな
いこともあるため，報告者に混乱を招いていた．このことについて持ち回り委員会を行った結果，実施報
告書の「利益相反委員会への申請の有無」の項目を削除することとなった．修正された実施報告書は平成
27 年 12 月 11 日付けでホームページにアップ済みである．

3．利益相反マネジメントの解説（資料 2）
　実施報告書の修正と同じ理由により，利益相反マネジメントを分かり易く説明した『「臨床医学の教育及
び研究における死体解剖のガイドライン」における利益相反マネジメントの解説』を七戸委員に作成いた
だいた．この解説ファイルは平成 27 年 12 月 11 日付けでホームページにアップ済みである．

4．承認研修一覧（資料 3）
　ガイドラインのプレスリリース時に公開するとしていた承認研修一覧を平成27年12月11日付けでホー
ムページにアップした．

5．CST ガイドライン委員会委員の追加
　現在，CSTガイドライン委員会は外科，解剖学，整形外科，および脳神経外科の各領域の委員から構成
されているが，耳鼻咽喉科と歯科の領域もサージカルトレーニングに深く関与していることから，この 2
つの領域からも本委員会に参加いただくことになり，日本耳鼻咽喉科学会から髙橋晴雄主任教授（長崎大
学 歯薬学総合研究科耳鼻咽喉 ･頭頸部外科学分野），日本口腔外科学会から柴田孝典教授（北海道医療大
学 歯学部 生体機能・病態学系組織再建口腔外科学分野）を推薦いただいた．平成 27年度第 7回理事会に
て承認済みである．

6．平成 28 年度厚生労働科学研究費
　厚生労働省担当官の海老名氏から平成 28 年度厚生労働科学研究費を配分できるので，CSTガイドライ
ン委員会として研究班を組織してほしいとの要望を受けた．研究班の目的については，「CSTトレーニン
グの定着を目指し外部資金導入の検討と指針作成」「海外でのCSTトレーニング実績の確認」「ガイドライ
ンの見直し改定」「CSTトレーニングを 3年間実施してきた改善点の検討」というものであり，研究費は
単年度で 90 万円であった．検討した結果，近藤委員長が研究代表者として引き受けることになった．ま
た，以前の研究班では，七戸委員が実務を担当されていたため，近藤委員長の推薦により，今回も七戸委
員に実務を担当いただき，厚生労働省からの計画書フォーマットを使用して，案をまとめて1月 29日に厚
生労働省に提出した．
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（資料1）
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（資料2）
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（資料3）

審査年度 大学名・学部名 研修名称 実施日と期間 使用されたご遺体の数

千葉大学大学院医学研究院 CALを用いた肺移植ドナー心肺摘出術およびレシピエントへの肺移植術手技の習得 2012/12/29 2

千葉大学大学院医学研究院 口腔外科領域の手術における頭頚部及び皮弁再建時に必要な解剖教育と手術手技の取得 2013/1/18 2

千葉大学大学院医学研究院 経鼻神経内視鏡手術における頭蓋底解剖 2013/2/2～2013/2/3 2

札幌医科大学医学部 AOTrauma Hand and Wrist Course with Cadaveric Workshop 2012/11/24 5

札幌医科大学医学部 第1回　日本手外科学会カダバーワークショップ 2012/12/1～2012/12/2 5

札幌医科大学医学部 第1回　北海道肩研究会手術手技セミナー 2012/12/9 5

札幌医科大学医学部 第1回　Thiel固定法遺体を用いた腹腔鏡下鼠径ヘルニア手術手技セミナー 2013/2/17 5

愛媛大学・医学部 Cadaver Surgical Training 2012/8/22～2013/3/27 5

愛媛大学・医学部 愛媛脳神経微小解剖セミナー 2012/9/22～2012/9/23 7

愛媛大学・医学部 第3回頭頸部臨床解剖セミナー 2012/9/24～2012/9/30 5

愛媛大学・医学部 第2回運動器臨床解剖学セミナー 2012/9/29 6

愛媛大学・医学部 臨床解剖実習 2012/10/1～2012/10/2 5

愛媛大学・医学部 眼窩および涙道手術のための御遺体を用いた手術手技研修 2012/10/17～2012/11/11 3

愛媛大学・医学部 麻酔蘇生法の手術手技研修の為の事前調査 2012/12/15 1

愛媛大学・医学部 御遺体を用いた胸部手術手技研修 2012/12/16 1

愛媛大学・医学部 四国四大学口腔外科　第1回Cadaver training 研修会 2013/2/3 6

東京医科大学・救急医学講座、人体構造学講座 厚労省委託事業「平成24年度実践的な手術手技向上研修事業」東京医科大学『献体による外傷手術臨床解剖学的研究会』 2013/1/16～2013/3/6 15

千葉大学大学院医学研究院 胸腰椎手術における手技教育 2013/2/24 2

千葉大学大学院医学研究院 手外科医のための基本手技教育 2013/3/9 2

千葉大学大学院医学研究院 救命のための緊急処置手技教育 2013/3/31 1

東北大学・大学院医学系研究科 手術手技研修－関節鏡手術などの最先端手術手技の習得－ 2013/2/9～2013/3/28 3

東北大学・大学院医学系研究科 脳神経外科～手術手技および解剖学的知識習得 2013/3/9～2013/3/10 2

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 腹腔鏡下大腸切除術に必要な解剖と実習（回盲部切除およびS状結腸切除） 2012/12/1 3

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 呼吸器外科手術に必要な臨床解剖実習 2012/12/8 4

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 研修医のための整形外科解剖実習 2012/12/9 4

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 岡山大学　臨床解剖実習セミナー　インプラントの外科手術 2012/12/9 3

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 第11回岡山耳耳鼻咽喉・頭頸部外科解剖研究会 2013/3/9～2013/3/10 8

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 エコーガイド下神経ブロック　-上肢下枝の解剖実習と実技- 2013/3/16 3

愛知医科大学脳神経外科 第18回愛知頭蓋底脊椎手術手技ワークショップ 2013/7/11～2013/7/14 9

札幌医科大学医学部
AOTrauma Pelvic Course-Cadaver Workshop（AOTrauma Course Pelvis and Acetabulum with Anatomical Specimens（2013.924-
27）のワークショップとして開催）

2013/9/27 6

札幌医科大学医学部 第１回日本肘関節学会カダバーワークショップ 2013/10/5～2013/10/6 5

札幌医科大学医学部 整形外科卒後研修サージカルトレーニング 2013/10/26～2014/1/26 5

札幌医科大学医学部 Thiel法固定遺体を用いたTVM手術手技の検討会 2013/12/8 5

札幌医科大学医学部 第１回Thiel固定法遺体を用いた胸腔鏡下食道手術手技セミナー 2014/2/8 5

札幌医科大学医学部 第２回Thiel固定法遺体を用いた腹腔鏡下鼠径ヘルニア手術手技セミナー 2014/2/9 5

札幌医科大学医学部 第５回Thiel法固定遺体による麻酔ワークショップ 2014/2/22～2014/2/23 19

東京医科大学　救急・災害医学分野、人体構造学分野 厚労省委託事業「平成25年度実践的な手術手技向上研修事業」東京医科大学『献体による外傷手術臨床解剖学的研究会』 2013/11/13～2014/3/12 31

東北大学大学院　医学系研究科 手術手技研修；献体を利用した脳神経外科手術手技研修　微小解剖習熟 2014/1/31～2014/2/2 2

東北大学大学院　医学系研究科 遺体を用いた手術手技研修 2014/2/10～2014/2/14 6

東北大学大学院　医学系研究科 献体遺体を使用した頭蓋顎顔面（CMF：Cranio-Maxillo-Facial）外科手技及び遊離皮弁挙上手技に関する臨床医学教育 2014/2/16～2014/2/17 4

東北大学大学院　医学系研究科 献体を利用した側頭骨手術、鼻副鼻腔内視鏡手術、音声嚥下手術、頭蓋底手術、頭頸部外科手術の手術手技研修 2014/2/27～2014/2/28 3

東北大学大学院　医学系研究科 子宮頸癌根治手術における神経機能温存術式、膣式手術における技術研修 2014/3/3～2014/3/4 4

千葉大学大学院医学研究院 中顔面低形成に対する上顎骨骨切り手術における眼合併症の原因解明及び安全な手術術式の確立 2011/5/9～2013/5/8 13

千葉大学大学院医学研究院 足関節以遠の難治性潰瘍に対する皮膚穿通枝皮弁による再建に関する解剖学的研究 2011/7/12～2013/7/11 11

千葉大学大学院医学研究院 大腿部後面の皮膚穿通枝皮弁による再建に関する解剖学的研究 2012/9/20～2013/9/19 8

千葉大学大学院医学研究院 大腿筋膜張筋皮弁による再建に対する筋膜内血行動態に関する解剖学的研究 2012/12～2014/2 15

千葉大学大学院医学研究院 頸部郭清術および口腔癌切除後の軟組織再建術の手技教育 2013/4/19 1

千葉大学大学院医学研究院 安全な口腔癌手術、頸部郭清術の手技教育 2013/5/10 1

千葉大学大学院医学研究院 CALを用いた肺移植ドナー心肺摘出術およびレシピエントへの肺移植術手技の習得 2013/7/13 2

千葉大学大学院医学研究院 救命のための緊急処置手技教育 2013/7/21～2014/3/8 3

千葉大学大学院医学研究院 第1回人工股関節置換術手術手技ワークショップ 2013/11/1 1

千葉大学大学院医学研究院 千葉手・肘の外科研究会CadaverWorkshop2013 2013/11/3～2013/11/3 2

千葉大学大学院医学研究院 千葉大学脊椎外科手術セミナー 2013/11/17 2

千葉大学大学院医学研究院 第7回干葉神経内視鏡ハンズオンセミナー 2013/12/14～2013/12/15 6

千葉大学大学院医学研究院 平成25年度第2回献体を用いた肺移植シミュレーション 2014/1/13 2

千葉大学大学院医学研究院 中頭蓋窩・後頭蓋窩および頭蓋頸椎移行部の頭蓋底手術到達法 2014/1/25～2014/1/26 2

千葉大学大学院医学研究院 口腔顎顔面領域の疾患に対する手術手技教育 2014/1/31～2014/3/14 3

千葉大学大学院医学研究院 手外科手術手技研修セミナー 2014/3/2 2

千葉大学大学院医学研究院 第1回頭頸部手術手技セミナー　鼻副鼻腔編 2014/3/22～2014/3/23 2

千葉大学大学院医学研究院 千葉大学脊椎外科手術セミナーBKP編 2014/3/30 2

横浜市立大学医学部　脳神経外科 頭頸部特別解剖講習 2014/8/22～2014/8/24 4

横浜市立大学医学部　生体制御・麻酔科学講座 臨床麻酔科学のための局所解剖講習 2015/8/23～24 4

岡山大学医学部 岡山脳神経微小解剖セミナー 2013/1/25～2014/1/26 2

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 岡山大学　臨床解剖実習セミナー　インプラントの外科手術 2013/12/14 3

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 臨床解剖実習セミナー 2014/3/1～2014/3/2 3

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 口腔顎顔面領域における臨床解剖ワークショップ 2014/3/8 4

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 整形外科解剖実習 2014/3/9 3

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 仙骨硬膜外ブロックと解剖ベーシック＆アドバンスド 2014/3/14 2

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 神経ブロックのための3D解剖学講座 2014/3/15～2014/3/16 6

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 第12回岡山耳鼻咽喉・頭頸部外科解剖研究会 2014/3/22～2014/3/23 6

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 岡山脳神経微小解剖セミナー 2014/12/13～2014/12/14 2

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 岡山大学　臨床解剖実習セミナー　インプラントの外科手術 2014/12/21 4

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 口腔顎顔面領域における臨床解剖ワークショップ 2015/2/22 2

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 整形外科解剖実習 2015/3/8 7

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 臨床解剖実習セミナー 2015/3/14～3015/3/15 6

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 神経ブロックのための3Ｄ解剖学講座 2015/3/21～2015/3/22 9

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 第13回岡山耳鼻咽喉・頭頸部外科解剖研究会 2015/3/26～2015/3/29 11

東京医科大学　救急・災害医学分野、人体構造学分野 厚労省委託事業「26年度実践的な手術手技向上研修事業」東京医科大学『献体による外傷手術臨床解剖学的研究会』 2014/7/23～2015/3/11 16

愛知医科大学脳神経外科 第19回愛知頭蓋底脊椎手術手技ワークショップ 2014/7/17～2014/7/20 9

徳島大学病院 未固定遺体を用いた人工関節置換術における軟部バランス研究 2014/11/6～2014/11/26 2

徳島大学病院 未固定遺体を用いた骨盤および股関節周囲の血管、神経支配研究 2014/11/13～2015/3/11 4

徳島大学病院 未固定遺体を用いた献腎摘出術の教育プログラム－献腎摘出手技の習得およびシミュレーション－ 2014/11/13～2014/12/11 2

徳島大学病院 未固定遺体を用いた経皮的内視鏡視下腰椎椎間板ヘルニア摘出術（PED：percutaneous endoscopic discectomy）の研究 2014/11/26～2015/3/11 3

徳島大学病院 未固定遺体を用いた脊椎および脊柱管内への血管研究 2015/1/12～2015/3/11 3

徳島大学病院 未固定遺体を用いた脊椎生体力学研究 2015/1/12～2015/3/11 3

徳島大学病院 未固定遺体を用いた上肢スポーツ障害の病態解明 2015/2/6～2015/3/11 4

東京医科大学　麻酔科学分野、人体構造学分野 第1回献体による神経ブロックの臨床解剖学的研究会 2015/1/31 2

獨協医科大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科 第5回獨協医大鼻内視鏡手術研修会 2014/11/29～2014/12/1 10

獨協医科大学越谷病院外科 新たな内視鏡下腹腔内手術手技の開発 2014/12/3 1

獨協医科大学・医学部 獨協医大脊椎外科カダバーセミナー2015 2015/1/24～2015/1/25 6

獨協医科大学越谷病院整形外科 第5回機能解剖セミナー 2015/1/10～2015/1/11 8

獨協医科大学日光医療センター　整形外科 新開発橈遠位端骨折用プレートの新鮮屍体における手術手技検証実験 2015/2/2 2

日本外科学会CSTガイドライン委員会で承認された研修一覧（2015.12.11現在）

平成27年

平成26年

平成25年
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18．定款委員会

委員長　松　居　　喜　郎

　理事会からの諮問を受け，定款施行細則および施行規定ならびに委員会内規の変更・新設案（32～37頁）
を作成し答申したところ，決議された．そこで，社員総会にも上程するので，決議をお願いしたい．

19．財務委員会

委員長　渡　邉　　聡　明

1．‌�平成 27 年度財務諸表を作成し，独立監査人である新日本有限責任監査法人と本会監事の監査を経て理
事会に答申したところ，答申どおりに決議されたので，定時社員総会に上程する（資料別添）．

2．‌�平成 27年度公益目的支出計画実施報告書を作成，平成28年度第1回理事会に答申したところ，答申ど
おりに決議された．

3．‌�平成 28 年度予算を作成し，平成 27 年度第 7回理事会に答申したところ，答申どおりに決議されたの
で，平成 28 年 2 月 1 日からその予算に沿って業務を執行している（資料別添）．

4．‌�マイナンバー制度施行に伴い，講演料や執筆料などの諸謝金に伴う税申告にマイナンバーの提出が求め
られることになるので，セキュリティ上，該当者のマイナンバー収集・管理作業を専門業者に委託する
方針を採ることとした．総務委員長と協議し，見積額やサービス内容などを比較した上で，マイナン
バー収集・管理作業の担当業者としてピー・シー・エー社を選定した．

20．情報・広報委員会

委員長　田　口　　智　章

1．会員向けオンラインサービスについて
　現在，会員向けオンラインサービスの登録者数は約 32,000 名である．
　会員情報検索・修正システム，外科専門医システム，学術集会参加履歴登録システム，各種申請システ
ムなどを運用・管理している．
　本年度は新規入会申し込みシステムに医師免許証の添付を追加するため，指導医申請システムをNCD
連携に対応するためのシステム修正等を行った．
　次年度は，日本外科学会雑誌の配本が希望性になることによる既存システムの修正，専門研修プログラ
ムの運用のためNCDと連携するシステムの構築をする予定である．

2．メールマガジンについて
　メールマガジンの発行を引き続き毎月 1回，継続的に行なっている．メールには雑誌目次・学術集会情
報・学会関係の各種お知らせなどを掲載している．現在，メールアドレスを登録されている約 35,000 名の
会員に配信している．
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21．NCD 連絡委員会

委員長　森　　　　正　樹

　平成 27 年 11 月 10 日に委員会を開催し，NCDの活動状況を確認した他に，主に以下の 2点について対
応した．
1）‌�NCDの運営委員会で「NCDデータを利用した複数領域で行う研究の場合は，日本外科学会が各学会へ
の連絡業務を行う．研究内容を審査した学会（主任研究者が所属する学会）は，関連学会での調整を日
本外科学会に依頼する」旨が合意されたことを受けて，本会での審査窓口は，臨床研究推進委員会に各
領域の学会とNCDの代表者が加わった拡大的な組織（仮称：外科関連NCD臨床研究推進委員会）が
務めることとし，その審査結果を各領域の学会に持ち帰って検討してもらい，2か月以内を目途に回答
してもらう方針を採ることとした．（→詳細は臨床研究推進委員会に申し送り）

2）‌�平成 28 年 1 月 1 日付でNCD術式の改定が行われたので，従来どおり専門医制度委員会に「外科専門
医修練カリキュラム」との紐付け作業を依頼した．

1）一般社団法人　National Clinical Database（NCD）

代表理事　岩　中　　　　督

　National Clinical Database（以下NCD）は，2010 年に設立され，2011 年 1 月の症例から登録を開始，
2015 年分のデータを本年 4月 11 日で締め切ったところである．事業を開始して 5年が経過し，2015 年度
より，登録を行っている施設会員から会費の支払いをお願いしている．
　登録された症例数は，2011 年　1,172,579 件，2012 年　1,278,839 件，2013 年　1,566,933 件，2014 年　
1,625,982 件，合計 5,644,333 件であり，2016 年 2 月時点で過去に完了承認済みを 1件以上登録した施設診
療科数は，4,120 施設・6,891 診療科であり，総ユーザー数は 30,391 人であった．

　平成 27 年度事業報告，平成 27 年度実施のプロジェクト一覧，平成 27 年度決算報告，平成 28 年度事業
計画については，次頁以降を参照のこと．

133



134


